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(測定法) アンバーライト C G50 を Na+型にし，沈降法にて粒子をそろえる。次に 1 N 塩酸，水，
アセトン，水， lN-NaOH，水の順で樹脂を数回洗浄後， O.lM リン酸ナトリウム緩衝液でPH6 に平
衡化し， O. 4cm ﾘX 9.5cmのガラス製小カラムに充填し保存する。検体尿は， 6N塩酸 20rn~ を含む遮光
蓄尿容器で凍結保存しておく。定量時には 融解後炉過した尿lOrn~ に EDTA及びアスコルビン酸を添
加後， 4N-KOH を加えて PH を 6 とし前述のカラムに添加した。 lO~の蒸留水でカラムを水洗後，1. 5
%ホウ酸を含むPH6 ， O.OlM リン酸ナトリウム緩衝液3.5~でカラムを洗浄する。次に同緩衝液3.5~
でノルアドレナリン (NA)+アドレナリン (AD) 分画を溶出し，更に 4%ホウ酸を含むPH6， O.lM リ
??つ'臼
ン酸ナトリウム緩衡液 3miでドーパミン (DA) 分画を溶出した。定量には，溶出したAD+NA 分画
3.5mi及びDA分画 3mi に各々，エチレンジアミンとフェリシアン化カリを加え，混和加熱後イソプタ






25-34才)，高令者正血圧群(男女各 4 名， 68ー76才)，若年者高血圧群(男女各 4 名， 28-46才)と




入院し，普通食(食塩 8 ー10g/ 日)を摂取し，降圧剤等服用患者は 3 週間前に服用を中止した。検査





















ドーノf ミンの蛍光が上昇した。又，比較的短時間に定量可能で回収率85%で 5 ngの各アミンの定量が
可能であり，臨床にも充分応用できる可能性を有する定量法である。
〔臨床応用例〕 若年性と老人性に分類した高血圧群において，負荷試験法としてグルカゴン筋注投
与法を用い，尿中カテコールアミンを指標として，交感神経系反応性を比較検討したO その結果，若
年性高血圧者群には交感神経系反応性の尤進が認められたが，老人性高血圧者群には元進は認められ
ず，本態性高血圧症の病因に差異が推定された。また今回の結果からは，正常血圧者において加令に
よる交感神経系反応性の変化は認められなかった。
? ?
